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＜連絡事項＞
・Bユニットの除細動器について。
　現在使用していない為、業者へ返却し、AEDを設置する予定。日時は未定だが、除細動器は箱に入れて保管している為、業者が来院した際に渡す事。
・Aユニットの元喫煙所のサッシに段ボール紙を貼っている。
＜患者様連絡事項＞
・木村　よしゑ様～療養環境変更の為、南病棟Aユニット116号室へ転出となる。
・市澤　武志様～食事摂取量の低下、飲水量の低下があり、昼より
「ミキサー（ハーフ食）・ミキサー粥ミキサー、ブリックゼリー毎食1/3、メイバランスミニ毎食1本 」 に変更。
食事を全量摂取できるようになったら、蛋白量調整の為、栄養士へ連絡し、食事の再調整を依頼する事となる。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・立花　圭様～時間隔離中。特定スタッフの出勤状況の確認や、私物に関して訴えあるがしつこさはなく終話。起床時、トラブルとなった女性患者様とは距離保てており、不穏さはない。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察行っていく。
・久保　興介様～時間隔離中。後ろにバックして踊る等の奇異行動見られるが、粗暴行為はなく対面時穏やか。特定男性患者様と、距離の近さ見られているが他者トラブルや私物のやり取りはない。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察行っていく。
＜要注目患者情報＞
・八木田　勝則様～眼光の鋭さなく対面時穏やか。特定男性患者様と、距離の近さ見られ
ているが、他者トラブルや私物のやり取りはない。診察に関して何度
も確認行為あり説明行っている。
・村山　公基様～アルコール離脱症状、希死的発言はない。余暇時は自室で臥床して過ごす。不穏さなく穏やか。
・丸尾　貴史様～希死的な言動や幻聴、奇異な行動等はなく、ホールで過ごしている。
・松原　輝子様～各食ホールで1/2摂取し、内服は拒否無し。食後、自分で部屋へ戻る事ができず誘導している。介入時の易怒性や粗暴性はない。
・馬渡　隆様～午前中不穏さなし。昼食準備中、表情険しく妄想様の発言や帰宅要求、胸
がザワザワするとの訴えあり。説明にも落ち着かず頓服促すが拒否。昼食
後はやや落ち着き見られ、拒否なく食後薬内服するが、扉が開くと出て行
こうとする事みられ対応している。表情やや冴えない。
・飯岡　裕子様～3/19採血にてHb4.0g/dlと緊急値。昨日、主治医不在の為、馬渡Dr.へ報告。Hb低値による影響等の説明、輸血治療の希望について確認され、
クエン酸第一鉄Na錠50mg　 2 錠 1日2回　朝夕食後　14日分処方となる。輸血施行に関して、本人へ意思確認行うと、家族への金銭的な面で迷惑がかかる事も踏まえ、ここの病院で出来る限りのことをして欲しい、今出してもらった鉄剤を飲んで様子を見たい、改善がなければ前回同様に他科受診し輸血をする、と話している。娘様にも同様の説明をし、本人と同じ意見です、とのこと。顔色不良、歩行のペースがゆっくりであり、臥床して過ごしている。
＜安ヶ平Dr.診察＞
・河原木　泰志様・和田　昌様・中山　真由美様～定期薬処変無し。
・藤井　崇史様～来週の定期薬よりクエチアピン200㎎→100㎎へ減量・他同内容で処方。
・中居　松男様～来週の定期薬よりオランザピンOD錠12.5㎎→10㎎へ減量・他同内容で処方となる。

＜船場Dr.診察＞
・木村　よしゑ様～前回（3/17）にはかなり発赤の強い発疹であったが、本日はその発疹が消褪し、全体像がうす茶色に退色している。少なくとも発疹部位がさらに拡大するような現象はなし。ﾐﾉﾌｧｰｹﾞﾝの静注は終了とする。但し、デルモゾーム軟膏は継続。

・種本　てる様～昨日、金先生と御家族が話し合いを行っており、経管栄養は希望されないことを確認していた事から、今後、心不全、腎不全を意識して、これまで行っていた点滴（1000ml/day）を継続。
